
飯能信用金庫 伴走型ハンズオンセミナー

開催概要

日時 令和5年2月24日（金）
①セミナー 15:00～17:50
②交流会 18:00～19:30

会場
飯能信用金庫 本店９Fはんしんホール

所在地：埼玉県飯能市栄町24-9

アクセス
Ⅰ.JR八高線東飯能駅 徒歩１分
Ⅱ.西武秩父線東飯能駅 徒歩1分
※駐車場なし コインパーキングをご利用ください

対象 ・DXに取り組みたい経営者 ・DXに興味があるが何から始めてよいかわからない経営者 等

申込方法 裏面をご記入のうえ、支店担当者に直接またはFAXでお申込みください。

定員
参加費用

リアル参加
先着80名

①セミナー②交流会共に参加：1,000円(当日会場受付時)
※交流会はアルコール飲料、ノンアルコール飲料、軽食をご用意します。

①セミナーのみ：参加費無料

オンライン参加 先着200名：参加費無料

～身近なDX・中小企業が生産性を上げるためには～

わが社のDX戦略 ～まだまだ儲かる中小企業～

講師

中小企業こそ
DXが必要です！

第1部

武州工業株式会社
相談役 林 英夫氏

【林 英夫氏 プロフィール】
・日本商工会議所 IOTロボット
活用専門委員会 委員
・東京都産業技術研究センター
評価委員会 副委員長
・NPO法人環境文明21「経営
者環境力クラブ」 会長
・青梅商工会議所 副会頭

最近では、ITコーディネーターの
資格も取得、東京都の補助を
受けローカル5Gの実証実験等の
活動もしております。

【会社紹介】
東京都青梅市に本社工場をおく武州工業株式会社は、
自動車用金属パイプ部品、半導体製造装置の板金・組
込、自動制御機械の製作などを主業としております。
特に、製品に合わせた3次元の曲げ加工を武器とし、
国内生産にこだわり、55年以上、黒字を続けています。
2017年に、「日本で一番大切にしたい会社」大賞
審査委員会特別賞、2018年 地域未来牽引企業に
選定されるなど、数多くの賞も受賞されております。

講師

第2部 中小企業DX はじめの一歩

株式会社タテムラ 代表取締役 舘村 真二氏

【会社紹介】
東京都福生市に事務所をおく株式会社タテムラ
は、「会計事務所様と中小企業様のITビジネス
パートナー」であることをビジョンに掲げ、お客様ビジ
ネスにとって必要不可欠でなくてはならない存在で
あり続けることを目指しております。
また、IT導入補助金や事業再構築補助金など
の活用・申請などコンサルティングからシステム導入・
運用までワンストップで中小企業に寄り添い支援を
しております。

【舘村 真二氏 プロフィール】
・日本情報振興協同組合
関東支部 副支部長
・青梅IT事業者協同組合 理事
・多摩相続ネットワーク 代表
・DX診断士協会 理事

最近では、今後対応が必要な電子帳
簿法やインボイス制度の講演も数多く
行っております。

～国の支援策・補助金の活用～ 電帳法・インボイス
制度のお話もします！



貴社名 業種

ご参加者 役職
フリガナ

お名前

ご住所

〒

ＴＥＬ （ ）

ご紹介者に☑して下さい
□飯能信用金庫（ 支店）
□その他（ ）

参加方法
リアル
□セミナー・交流会 （参加費1,000円）
□セミナーのみ

□オンライン

メールアドレス
(オンラインの方) ＠

ＦＡＸ ０４２－９８３－１０８８

お問合せ先

飯能信用金庫 経営支援グループ TEL 042-972-8111
担当 伊藤・吉永

「飯能信用金庫 伴走型ハンズオン交流会」 参加申込書

飯能信用金庫 経営支援G行

【注意事項】
●参加申込書に記載いただいた内容は、講師である経済産業省関東経済産業局、株式会社industriaおよび
飯能信用金庫にて共有させていただき、本セミナー運営に必要な範囲でのみ利用いたします。

●主催機関の判断により、セミナーを中止する場合がございます。
●一部プログラム内容が変更となる場合がございます。
●お車でお越しの方は、近隣の有料駐車場をご利用ください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、受付での検温、手指消毒と手洗い、咳エチケットにご協力ください。
次の症状がある場合は、受講をご遠慮ください。
①37.5℃以上の発熱があった場合（解熱剤を飲み続けなければならない時を含む）
②息苦しさ（呼吸困難）
③強いだるさがある場合
④軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合

飯能信用金庫の注力ポイント！
※【伴走型ハンズオン交流会とは】
企業の皆様と職員が共にセミナーに参加し、皆様のニーズや課題に対話を通じて提案を行う一連の取り組みのことです。
※【飯能信用金庫が目指す伴走支援型地域プラットフォームとは】
企業の皆様方が関心のあるテーマに自由に参加できる、敷居の低い緩やかなオープン型のプラットフォーム。相互扶助の
精神に共感・賛同する支援機関・団体の担当者との意見交換(要望・改善・アドバイス)ができる場のことです。
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